
 - 1 - 

第１回理事会報告 

 

日 時  平成２２年４月２３日（金）午後３時～４時５０分 

場 所  日本歯科医師会 ７０１・７０２会議室 

出席者  ＜会  長＞ 江藤一洋 

      ＜副 会 長＞ 住友雅人、井出吉信 

      ＜総務理事＞ 黒﨑紀正 

      ＜常任理事＞ 川添堯彬、山﨑芳昭、江里口 彰、上西秀則、 

             伊藤公一、栗原英見、荒木孝二 

      ＜理  事＞ 高津茂樹、米満正美、福島和昭、覚道健治、 

             峰 正博、俣木志朗、中嶌 裕、田上順次、 

             朝田芳信 

      □日本歯科総合研究機構 

＜研究部長＞ 石井拓男 

□国際歯科研究学会日本部会（JADR） 

＜会  長＞ 高野吉郎 

 欠席者  ＜常任理事＞ 佐藤田鶴子、福田仁一、寺下正道、後藤滋巳、 

             佐々木啓一 

      ＜理  事＞ 工藤逸郎、山根源之、向井美惠、岡野友宏、 

             高田 隆 

 

［議長 黒﨑総務理事］ 

 

１．開  会 

  住友副会長より、開会の挨拶がなされた。 

 

 

２．挨  拶 

  江藤会長より、挨拶がなされた。 
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３．紹介 

  黒﨑総務理事より、新しく就任された理事を 2名紹介した。 

○向井美惠（日本障害者歯科学会／昭和大学歯学部教授） 

○俣木志朗（日本教育歯科学会／東京医科歯科大学教授） 

 

 

４．報  告 

 １）一般会務報告 

黒﨑総務理事より、資料に基づき、報告がなされた。 

□一般会務報告（平成 22年 1月 12 日～4 月 22 日） 

 

２）会計現況報告 

  山﨑常任理事より、平成 21年度学会会計決算整理作業のため、会計現況 

報告を行わない旨報告。 

 

３）重点計画の推進 

 （1）歯科医療への学術的根拠の提供 

   平成 22 年度日本歯科医学会ワークショップについて 

    住友副会長より、4月 27・28 日開催予定のワークショップについて、「歯 

科医療技術に関する学術的根拠の提供に資する討議を行い、各分科会間 

の“情報の共有”と“連携の強化”を図る」旨説明し、日程等を報告。 

    また特別講演として、岩中督氏（外保連／東大）に「タイムスタディー」

の講演予定、準備をしている旨報告。 

   タイムスタディー調査について 

    黒﨑総務理事より、タイムスタディーＷＧの設置及び委員を資料に基づ 

き報告。 

   歯科診療ガイドラインライブラリーについて 

    黒﨑総務理事より、第 2回ライブラリー収載部会(平成 22年 3月 26 日 

開催)の審査を経て、ライブラリー及び掲載が決定した４ガイドラインを 

報告、また本ライブラリーの紹介記事(ザ・クインテッセンス 2010 vol.29  

No,4)を報告。 

   学際領域問題ワーキンググループ報告書 
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    井出副会長より、標記について資料に基づき報告。 

 

 （2）歯科医療技術革新の推進 

   ポータブル歯科用機器の開発研究に関する公募について 

    江藤会長より、標記公募について、資料に基づき報告。 

 

 （3）専門医制度の在り方の検討 

   広告が可能な医師等の専門性に関する資格名等の一部改正について 

    黒﨑総務理事より、資料に基づき報告。 

    また、江藤会長より、専門医制度の在り方について日歯と意見交換を行 

ったことを追加報告。 

 

 （4）学会機構の改革 

    特になし。 

 

 （5）国際交流の推進 

    江藤会長より、韓国歯科医師会総会に出席した際、卒後臨床研修の講演

を行ったことを報告。また今後、日韓学術交流協定に基づく活動事項を

検討する旨発言。 

 

 （6）歯科医学未来構想の構築 

    江藤会長より、歯科医学研究所構想検討協議会の諮問について資料に基 

づき報告。 

 

４）その他 

 役員・評議員・各種委員会委員の交替について 

    黒﨑総務理事より、資料に基づき報告。 

   次期参議院比例代表選挙候補者への支援について 

    黒﨑総務理事より、資料に基づき報告。 

   職員人事について 

    黒﨑総務理事より、資料に基づき報告。 

   配布資料ＪＡＤＲ冊子について 
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   ＪＡＤＲ 高野氏より説明。 

 

 

５．協  議 

１）重点計画の推進 

（1）歯科医療への学術的根拠 

     特になし。 

 

  （2）歯科医療技術的根拠の提供 

     特になし。 

 

  （3）専門医制度の在り方の検討 

     特になし。 

 

  （4）学会機構の改革 

   公益法人制度改革への対応 

     江藤会長より、資料に基づき説明。歯科医学会として留意すべきとこ 

ろは、国民への良質な歯科医療の提供を前提に、日歯との緊密な連携を 

図ること、また歯科医学という学問の中立性を保ち、国民の信頼を守る 

ことと説明。 

学会は、①対行政、国民、歯科医療者への窓口、②各分科会の学術の力 

を結集する役割とし、会計等諸問題を考え、将来継承すべき学会組織を 

検討、議論しながら情報交換を行いたい旨説明した。 

     江里口常任理事及び山﨑常任理事より、日歯の現状を説明。 

現時点で、本制度の政府対応が未決着のため、移行作業が進展していな 

い旨報告。 

 

  （5）国際連携の推進 

   特になし。 

 

  （6）歯科医学未来構想の構築 

   報告事項で説明。 
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 ２）事業計画の推進 

  （1）第 22 回日本歯科医学会学術大会準備委員会運営規程について 

     黒﨑総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、 

了承した。 

 

  （2）理事の業務分担について 

     黒﨑総務理事より、標記資料に基づき諮られ、了承した。 

 

  （3）代表者会議の開催について 

     黒﨑総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、 

原案通り承認。 

[開催日] 第１回会議 平成２２年７月 ５ 日（月）午後１時３０分 

     第２回会議 平成２３年１月１１日（火）午後１時３０分 

 

  （4）日本歯科医師会との連携ついて 

     江藤会長より、日本歯科医師会との連携・協力関係より確認。 

江里口常任理事より、資料に基づき、日歯平成２２年度事業計画を説明。 

 

 

 ３）その他 

 専門・認定分科会の活動状況について 

江藤会長より、日本法歯科医学会について説明を受け、分科会承認基準 

   を達しない団体でも社会的認知や要請に基づき特例として承認するか否 

か等、取扱いについて意見交換した。 

  次回第２回理事会を７月５日（月）午後３時 ８０１会議室にて開催する 

ことを確認した。 

 

 

６．閉  会 

  井出副会長より、閉会の辞。 

 


